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						トップ > 2022信州上田学テキスト > 常田館資料室
					

				
				
					常田館資料室
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						長野県での蚕種製造の歴史は上田地方が最も早く、藤本善右衛門家によって寛文の時代に始められたとされている。はじめ奥州産蚕種を仕入れ販売していたものが、次第に奥州へ出向き蚕種製造をするようになり、自家製造へ発展し全国へと販路を広げていった。上田地方が日本一の蚕種製造地帯となった背景としては、蚕種の改良と歩桑による種繭の生産によるものである。

						

					登録日：2022-11-28　投稿者：かい


								地区コード	上田地域(上田市)



							
								ハッシュタグ
（キーワード）	


	ライセンス	[image: このライセンスは原作についてあなたに対するクレジットの表示を行う限り、あなたの作品をリミックスし、改変し、あなたの作品を使って新しい作品を作ることを許すものです。これはもっとも懐の広いライセンスです。ライセンスされた資料の流通・利用の最大化のためにお勧めしています。]　表示（BY）
	投稿者	かい


	管理番号	5


	カテゴリ名	2022信州上田学テキスト
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